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本大会は現行の日本卓球ルールに基づいて行われます。特に事前に気をつけていただき

たいことや確認したいことをまとめました。 

 

＜ユニフォームについて＞ 

・競技用シャツ，ショーツ（ショートパンツ，ハーフパンツ，スカート）は「ＪＴＴＡ」ワッペ

ンのついた公認ユニフォームを使用します。 

・平成２７年９月１日付けでユニフォームに関するルール改正が行われました。 

 白の多いユニフォームは着用が許可されない場合があります。例年、一年生が体操服で

本大会に参加することを許可してきた経緯がありますので、監督会議で了承が得られれば、

今回に限り許可したいとは思いますが、なるべく早く公認ユニフォームをそろえていただ

きますようお願いいたします。 

＜ラバーについて＞ 

・諸般事情を考慮して、多少の傷は容認し、なるべく本人のラケットで試合を行わせる方

向で判断をさせていただきます。 

 参考までに、私が本年度県高総体の数日前に、関係者に配付した文書の一部を掲載しま

すので、後ほどお読み下さい。 

 

＜参考資料＞ 

傷のあるラバーで試合をすることはできません。傷のある場所にボールが当たると，思

わぬ変化をして，相手選手に不利になるおそれがあるからです。 

 ラケットの端のわずかな傷（２ｍｍ程度）については認めることもありますが，それで

も５ｍｍ以上の傷はたとえ端であっても認められないケースがあります。また，ラバーの

中央の傷は使用を認められないケースがほとんどです。 

 選手の経済的な事情もあるかとは思いますが，重ねて，「相手選手に不利になる恐れがあ

る」ということをご理解下さい。今一度選手のラバーを点検していただき，大幅に傷んで

いるようであれば，新しいラバーの準備もご検討下さい。 

 また，数年前の高総体では，試合中にラバーが大きく欠損する事例がありました。その

選手はベンチにスペアラケットを用意していたので，すぐに交換し，プレーを再開するこ

とができました。 

 経済的事情からスペアラケットを用意することは難しいかもしれません。しかし，この

様なアクシデントがあったときは，ラケットを競技領域まで持ってきてもらえば，プレー

を続けることができますので，「万が一の時は誰のラケットを借りるか」という心の準備は

最低限しておいてください。 

  



＜サーブについて＞ 

・私が大会会場を巡回して注意をさせていただくこともありますのでご了承下さい。 

 特に気をつけていただきたい点を以下にまとめます。 

 

 細かい内容はルールブックを確認いただきたいのですが，特に，以下の点にご注意下さ

い。顧問・コーチの方々もこれまで頑張ってきた選手が，大会でいきなりフォールトを取

られることがないよう，日頃の練習から選手にご注意下さい。 

 

○ボールはフリーハンド（ラケットを持っていない方の手）の手のひらにボールが自由に

転がる状態で置き，いったん静止させてからボールを投げ上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 →指先にボールを引っかけて投げ上げるのはフォールトです。 

○ボールは１６ｃｍ以上，ほぼ垂直に投げ上げます。 

 

 

 

 

 

 

→「ＹＧサービス」で，ボールを極端に斜めに投げ上げるサービスが見受けられます。 

「しゃがみ込みサービス」でトスが低くなるサービスが見受けられます。 

 

 

○投げ上げてから，インパクトまで，ボールは常にエンドラインの後方，台の表面の上部

になければいけません。 

 

 

 

 

 

 

→投げ上げる直前にボールが台の表面から，一瞬下に下がるサービスが見受けられます。 

○ボールを投げ上げてから，インパクトするまで，ボールをレシーバから隠してはいけま

せん。 

  

× 

× × × 



＜アドバイスについて＞ 

・ゲームとゲームの間に１分間の休憩時にアドバイスが認められています。 

  監督と顧問二人からアドバイスをもらう場合はご注意ください。 

  二人からアドバイスを受けると簡単に１分をオーバーしてしまいます。 

団体戦の2台進行時に、二人同時に休憩に入った場合はご注意ください。 

  今大会では各台に『１分砂時計』を配置して審判に計測してもらいます。 

・アドバイスは団体戦のメンバー，監督から受けることができます。 

・個人戦では，事前に認められたアドバイザーから受けることができます。 

・ゲーム中はアドバイスを受けることはできません。時として，監督，メンバ

ーからの声援の中に，技術的な用語を含むものが混じっていることがあります。ご注意下さい。 

・「励まし・応援」と「アドバイス」の区別は主審が行います。主審が「アドバイス」と判断すれば，

警告の対象となり，最悪の場合，競技領域から退場していただく場合もあります。 

・観客席からの「アドバイス」はいかなる時もできません。観客席からのアドバイスに対し

ては，アドバイスを送った者に対してペナルティはありませんが，選手にペナルティポイント

が課せられる場合があります。ご注意下さい。 

 

＜促進ルールについて＞ 

・本大会では促進ルールを原則として適用しません。長引きそうな試合は審判長が本部で

計時します。制限時間になったら試合を中断してその後の進行について説明します。 

 

＜タイムアウトについて＞ 

・本大会ではタイムアウトを適用いたします。 

 タイムアウトは１マッチに１回、選手もしくはベンチが要求することができます。 

 時間はゲーム間のインターバルと同じ１分間ですが、要求者が１分以内にコートに戻っ

たら相手選手も戻らなければなりません。 

 

＜スポーツマンシップ、マナーアップ奨励について（お願い）＞ 

・得点したときに元気良くガッツポーズをすること、ベンチが声援を送る行為は大変好ま

しく、大会を盛り上げる上でとても重要なことです。 

 

 しかしながら、相手のサーブミスやネット、エッジなどの偶発性の高いラリーで同じよ

うに喜ぶことはスポーツマンシップに反する行為です。 

 

 残念なことに、私が関わった県内の大会では、「相手選手のサーブミスに『ナイスサーブ！』

との野次が飛んだ」、「ボールを相手に返球する際、あらぬ方向にボールを弾き飛ばして試

合の進行を遅らせた」といった事例も報告されています。 

 

 ＪＴＴＡ発行の啓発冊子「勝利を目指す前に大切なことがある」 

等もぜひお読みいただき、日頃の指導に役立てていただきたいと思います。 

http://www.jtta.or.jp/news/2014/14mannerbookall.pdf 

 

 部活動を指導してくださる顧問・コーチの皆様におかれましては、「スポーツは生徒を育

てる大切な教育活動の一環」であることを今一度認識していただき、生徒の皆さんにもそ

のようにご指導いただきたいと思います。 

 その他，ルール解釈などについて，お尋ねになりたい点がございましたら大会審判長ま

で遠慮なくご相談下さい。選手の皆様のご健闘を祈念いたします。 



 


